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１）日本とポーランドの歴史的つながりが、国家レベル

であった事を初めて知ることが出来ました。（７０歳代） 

１）ウィーン会議後の分割ラインが示されればよりよく

わかったと思う。（６０歳代） 

１）とても興味深い内容でした。 

２）貴重な知識を得ることができました。（４０歳代） 

１）普通なら知ることのできないポーランドの歴史、日

本とのつながりについて、お話を聞くことができて

良かったです。 

２）アイヌ文化の広まりがポーランド出身の人物と関わ

りがあるとは全く知りませんでした。とても勉強にな

りました。どうもありがとうございました。（２０歳代） 

１）講演１,〈…〉２ともに、配布資料をいただけるのでし

たら、読みあげは短縮してもよいのではと思います。

（５０歳代） 

１）ポーランド人のロドヴィッチさんが新渡戸稲造を研

究していらっしゃるのに驚くと共に、新渡戸の著作

『東西相触れ』と『偉人群像』のポーランドに関する

章をポーランド語に翻訳されたり、説明を加えたり、

また新渡戸とポーランド文化人との交流関係を本

にすべく執筆中とのことに尊敬いたします。ポーラ

ンドの歴史は苦難の歴史ですが興味深いです。 

バサイさんが話してくださった、ポーランドの国

の独立と女性の地位向上には女性たちが勇気を

持って闘ったという背景があるというお話、ポーラン

ドの女性は強いですね。マリア・ピウスツカの模範、

アレクサンドラ・ピウスツカ、ゾフィア・モラチェフスカ

の活躍、キュリー夫人も含め、後者三人が「空飛ぶ

大学」で学んでいたことに感動です。 

２）ピウスツキ兄弟の物語、兄弟愛、また兄のブロニス

ワフの運命はきびしいものだったが、行かされた場

所で自分の使命は「他人の役に立つこと」と悟り、

アイヌの人々に対して命をかけて助け、研究もし、

教えもしたということに感銘を受けました。 

この内容は川越宗一氏の『熱源』（直木賞）にほ

ぼ同じように書かれてありました。私はこの本に感

動し、このように苦しみながら愛し続けたポーランド

のブロニスワフを尊敬します。ぜひ、この映画を川

越宗一氏に紹介してほしいです。アイヌの方も川

越宗一さんの『熱源』をお読みになるといいのにな

あと思いました。ブロニスワフが東京に来ていたこと、

お孫さんもいたことなどは知りませんでした。今日

は新しいことをたくさん学びました。また、新渡戸の

資料を配布させて下さり感謝です。（７０歳代） 

新渡戸遠友リビングラボ NELLプロジェクトにご支援を 

１８９４（明治２７）年から５０年間続いた札幌遠友夜学

校（新渡戸夫妻創設、札幌農学校（のち北大）の学生

たち７百人が無償で地域の貧しい子どもたち５千人以

上に博愛の精神で教えた学び舎）のあった現新渡戸

稲造記念公園（札幌市中央区南４東４）に、誰もが

（特に子ども、若者が）気軽に学び実践できる建物を、

できれば２０２６年竣工で建築予定です。皆様のご

支援をお願いいたします。詳細は WEB サイト参照 

https://nitobe-enyu.org/ お問合せは NELL 事務局 

info@nitobe-enyu.org （三上節子）へ 

 

   

2014年、全国で活躍しているポーランド・ダンスの団体代表が集合し大日本・ポーランド民族舞踊友好

協会」が発足しました。北海道では北海道ポーランド民族舞踊研究会大Do」が活動しています。毎年全

国持ち回りで大ポーランドの祭典」を開催し、民族衣装をまといポーランドの踊りを楽しんでいます。

大シロンスク」京都公演とワークショップ 2025 

スタニスワフ・ハディナ記念ポーランド国立民族

合唱舞踊団「シロンスク」は１９５３年に設立され、本

拠地はシロンスク県のコシェンチン村の宮殿にあり

ます。創始者のハディナ氏とは生前二度お会いす

ることができました。私事ですが、２０１６年には同

舞踊団より「メシアシレジナ賞」とブロンズ像をいた

だきました。シロンスク舞踊団は２００２年に初来日

以来、何度も来日して各地で公演し、私たちはそ

の後も継続して指導を受けています。 

当協会とは２０１９年の来日時に公演・ワークショ

ップで交流、夜の交歓会は大いに盛り上がりました。

その後コロナ禍を挟んで、２０２１年６月に「パートナ

ーシップ」協定を結び、毎年のように来日公演があ

り、計６名の若者が本拠地でレッスンを受けました。 

今回は当協会主催で、３月１５日に京都でシロン

スク舞踊団の公演とワークショップを行いました。公

演「フォーク・ヘリテージ」（民族遺産）プロジェクトは、

ポーランド音楽の歴史における民族文化のインス

ピレーションの紹介が目的で、２０２４～２５年にポ

ーランド文化・国家遺産省の助成を受けています。 
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「シロンスク」の舞台はポーランドの民族文化とそ

の普遍性を表現しています。有名なシロンスク地方

の民謡「シュワ・ジェヴェチカ」（森へ行きましょう）は

公演のたびに観客の心を捉えます。 

午前の公演はホールがほぼ満席で、まず京都

大学民族舞踊研究会の現役学生・OBOG がポー

ランドで習った躍動感ある「オベレック」を見事に踊

りました。彼らは舞踊団本拠地での本格的なワーク

ショップや現地公演鑑賞などで充実した日々を過

ごしてきました。 

続いて静かな舞台にショパンのピアノが響き、舞

踊団のコンテンポラリーダンスの幻想的な輝きです。

ダンサーが静かに回転する足音さえ聞こえる流れ

で、ショパンの繊細なピアノの音とシャープなダン

スが見事に融合し新しい世界を見せました。 

後半の民族舞踊は、新たな編曲が加えられた

「ポ ロネ ーズ・マ ズー

ル」から、色鮮やかな衣

装と共に次々と踊りが

続き、交互に繰り広げ

られる６名による歌声は

豊かな声量で観客の心

を魅了しました。 

午後のワークショップは２会場とも満杯の参加者

で熱気が溢れていました。第一会場はクヤヴィアク、

ワルツ、ポロネーズでの踊りで、参加者は８歳の少

女から大人まで。豊富な知識と経験に裏打ちされ

た分かりやすい講習でした。 

第二会場のオベレックは大ホールのステージで

レッスンの様子を見学できました。朝から夕方まで

目一杯舞踊団と共に過ごした贅沢な一日でした。 

「パートナーシップ」協定による若手育成と文化

交流の事業は２０２３年に続き２度目で、ポーランド

の踊りを愛する若者の育成は私たちの大きな目標、

希望です。彼らを温かく受け入れてくれるシロンス

ク舞踊団に感謝すると共に、今後も双方にとって意

義のある交流を続けて行きたいと願っています。 

変阪・関西 EXPO 

４月から夢洲で開催されている大阪・関西万博

には、私たちもポーランド館に招待されて数々の展

示物に圧倒されました。 

５月３日はポーランドでも日本と同じ憲法記念日

で、ポーランドパピリオン前で式典がありました。館

長の挨拶で始まり、シロンスク舞踊団の「ポロネー

ズ・マズール」に続き、当協会メンバーも２６名で「ポ

ロネーズ・タデウシュ」を踊りました。沢山のお客様

に囲まれ晴れのステージでした。 

踊りの後、

シロンスク舞

踊 団 、 岐 阜

県恵那市か

ら 参 加 の 小

中 学 生 も 加

わり、みんな

でパピリオン

から「ユネス

コの無形文化遺産」に登録された「ポロネーズ」の

音楽に乗って会場内をパレード。目の前のエスカ

レーターでポーランド国旗を振りながら大屋根リン

グへと続く大行列は圧巻でした。記念撮影があちこ

ちでパチリパチリ。 

夜は万博ステージへ移動、期待いっぱいのシロ

ンスク舞踊団公演で、私たちは最前列で鑑賞。３

人の踊り手で始まる上シロンスク地方発祥の「トロ

ヤーク」にはいつも心が奪われます。歌と踊りにパ

ワフルな夜

のパフォー

マンスのあ

と、最後に

感 動 の サ

プライズが

待っていま

した。 

中島みゆきの「時代」のメロディーに乗せて「今

はこんなに悲しくて 涙も枯れ果てて…」と日本語

で歌う女性シンガーに続き、団員全員がステージ

に勢ぞろいして歌うのを聞いて、観客全員が総立

ちで拍手の渦となり、永遠に心に刻まれ、今でもこ

の瞬間が目に浮かびます。 

当日の入場者は１０万人!! 人気パビリオンは大

行列で、私たちも各パピリオンを見て回ることはで

きませんでしたが、大屋根リングに上がり会場全体

を 夜 空 と 共 に

味わい、かけが

えの無い素晴

らしい人生の１

ページでした。 

私たちが、ポ

ーランドの踊り

を楽しむことが

できるのもポー

ランドを愛する

皆さんのおかげです。有難うございました。 

（もんま・いわお、日本・ポーランド 

民族舞踊友好協会会長、仙台市） 

京都公演の会場風景 

ポーランド館前で記念写真 

夜のシロンスク舞踊団公演 

パピリオン前から大屋根へパレード 


